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●10月18日・19日　

妻沼聖天山秋季例大祭

●11月３日

第4回オ・ドーレなおざね

●�11月３日　妻沼音楽祭

●�10月30日

江戸天下祭

　妻沼聖天山秋季例大祭が行われ、境内は多くの
人出でにぎわいました。例大祭では、燃えさかる
火の中を歩く火渡り式等、多くの催しが行われま
した。

　ダンシングイベント「オ・ドーレなおざね」が、
今年も盛大に開催されました。天候にも恵まれ、
多くのチームが元気にダンスを披露しました。

●10月25日

オカヤドカリ寄贈

●10月31日

自転車でぐんまに来てもらい隊
                    妻沼行政センター訪問

　妻沼中央公民館にて、妻沼音楽祭が開催されま
した。多くの来場者は、合唱や楽器演奏などを楽
しみました。

　利根川・江戸川サイクリングロードのＰＲのた
めに、群馬県から「自転車でぐんまに来てもらい
隊」が、自転車で妻沼行政センターを訪れました。

　「アクアワールド・大洗」
からオカヤドカリが熊谷東
小学校・大幡小学校・別府
小学校・籠原小学校・長井
小学校の５校に寄贈され飼
育することになりました。

　江戸天下祭が行
われ、うちわ祭の
銀座区の山車が、
東京丸の内を巡行
しました。
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ま
が
や ●10月28日　

知事の「とことん訪問」

●10月28日　

熊谷市医師会
　　附属准看護学校戴帽式

●10月29日・30日　

第9回アジアぺタンク
　　　　　　　選手権大会

●11月13日　

訓練非常招集および火災防御演習

●11月５日・６日　

彩の国食と農林業ドリームフェスタ

　火災の多くなる季節に備えて、弥藤吾のひかわ
荘および付近一帯にて消防訓練が行われました。

　オープンを控えた健康スポーツセン
ターに上田知事が訪問し、多くの利用
者の来場が期待される施設内のスタジ
オや温水プール、温浴室等、見学しま
した。

　ペタンク競技の振興と国際交流の促
進を目的に、毎年各国で開催されてい
るアジアペタンク選手権大会がコミュ
ニティひろばで行われました。本大会
は８か国、約１００人の選手が参加し、
白熱した試合が繰り広げられました。

　やわらかなろうそくの光の中、第４５
期生の戴帽式が行われました。学生た
ちはナイチンゲールの誓詞を胸に、医
療への心構えを新たにしました。

　スポーツ文化公園にて、「彩の国食と農林業ド
リームフェスタ」が盛大に開催され、「熊谷市農
産物加工組合おおさと工房」が第２７回埼玉農林業
賞を受賞しました。
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くまがや東西南北＜見る/聞く/歩く＞
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あ
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。
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が
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。
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台
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。
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今月の料理人は小八林の
　　　和田  八重子さん

●手軽にできる簡単料理

ほうれん草としめじのお浸し

全
国
大
会
で
3
位
、夢
は
学
生
日
本
一
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人口と世帯　●平成17年11月１日現在（対前月比）

　■人口　194,695人（+93）　男　97,557人（+64）・女　97,138人（+29）　■世帯　73,971世帯（+291）（＋00/＋00）

環境にやさしい大豆油インキ

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

　「市報くまがや」は、自治会や区を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インタ
ーネットでも「市報くまがや」をご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       「市報くまがや」は毎月１日（原則）に発行します。URL���http://www.city.kumagaya.lg.jp/

■材料（４人分）
　ほうれん草 ………２４０ｇ
　しめじ ……………  ８０ｇ
　生姜……………１/２かけ
　塩…適量／酒…大さじ１
■作り方
①ほうれん草を少量の塩でゆで、水で冷やし水気
　を切ってから３cmに切り、だし割り醤油（Ａ）で
　和える。 
②しめじは石づきを落としてからほぐし、酒をか
　け、レンジに１～２分かける。 
③生姜は皮をむき、みじん切りにする。

◆農業振興課
　☎内線442

④①②③を合わせ、だし割り醤油（Ｂ）で和え、盛り
　つけて出来上がり。 
◎お好みで醤油は加減してください。鰹節をかけて
　　　　　　　　　　　　　　　　もおいしいです。

あ
ん�

�の
　
の
り�

�
�こ

醤油 小さじ1強
だし汁 大さじ１
醤油　 小さじ２
だし汁 大さじ１
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男子部員と組み手をする青木さん　　　　　　　　　　常磐高等学校正面玄関前にて

主な内容主な内容
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■市長就任のあいさつ
■市政ワイド
　あなたなら、どうしますか ほか
■市政情報
■くらしの情報

■いきいき元気 みんなの健康
■文化施設情報
■くまがや フォト・ニュース 
■くまがや東西南北
■夢追い人

富岡新熊谷市長初登庁
11月6日の熊谷市長選挙において、当選した富岡市長が、
7日に初登庁しました。




